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無料体験版　ブロンド弁護士、檻へ

　　プロローグ

　女は両手を背中にまわし、ブラジャーのホックをはず
しにかかった。ほっそりした腕と長い指が恥辱に慄えて
いるのがわかった。ショートカットの艶々した金髪もこ
の闇のなかでくっきりと浮かびあがっている。月のでて
いない夜のとばりが運動場と呼ばれるそれほど広くない
刑務所の中庭をつつんでいて、高さ約五十フィートほど
ある監視塔の投光器からの、ただ一筋のサーチライトが
このストリップをうつしだしていた。
　女はすでにパンティとブラジャーのみの半裸になって
いた。プロポーションの素晴らしい身体は若々しく、贅
肉などひとつもついていないかのようである。ホックが
かすかな音をたててはずれると、同時に女の肩がすぼま
り、首をうなだれながら両手で胸を押さえこんだ。
　彼女を取り囲むように、六フィートを越える大男が三
人、警棒をぶらつかせガムを噛みながら脂ぎった視線を
真っ白な女の背中にねめつけていた。三人とも髪は刈り
上げで七三分け、半袖のうすいグレーのシャツも黒いズ
ボンもきっちりと、揃いのユニホームである。彼らがこ
の刑務所の看守であることははっきりとわかった。
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　女が胸を抱いたまま躊躇をみせていると、その中の一
人がヒュッと口笛を鳴らした。女は諦めたようにブラジ
ャーを地面へ滑り落とした。背中をまるめ、今度はパン
ティのゴムに指をかけると、それをずりおろしていく。
プリンとしたヒップがあらわになった。小ぶりだがゆで
卵の白身のように柔かそうで弾力のある尻肉である。ウ
エストの締まりから下半身のまるみが見事にシェイプア
ップされている。臀筋はひとつのゆるみもなく双臀をも
ちあげていた。そのため、肉のボリュームのわりには谷
間は深く感じられ、スレンダーな肢体にメリハリをつけ
ていた。
　女が腰をかがめ、膝を抱えこむようにしてパンティを
足から抜く際に、太腿の付け根からヘアの華がわずかに
覗けた。皓々とした照明を浴びたそれはショートカット
の知的な頭髪と同じく鮮やかなブロンドであった。熱い
視線をその部分に痛いほど感じたらしく、パンティをブ
ラジャーの上に落とすと、女はすぐさま両の手のひらを
いっぱいに広げてヒップの狭間を覆った。
　生まれたままの姿になった女の背中に再び口笛が飛ん
だ。こちらを向くようにという命令である。女はジリジ
リとその場で回転していく。横向きになった途端、ヒッ
プを隠していた両手は股間にかぶせられた。そのまま肩
をこれ以上無理と思われるほどすぼめて、胸を二の腕で
防御した。真っ赤に上気した顔をがっくりと下げ、全身
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で羞恥心をあらわしながら女は男たちに正面を曝け出し
た。
　必死の努力にもかかわらず、乳ぶさのほとんどはあら
わであった。わずかにトップだけが腕の下にあったが白
い乳肌に蕩けてしまいそうなピンク色の可憐な乳暈はそ
の半分以上が顔をだしていた。腕を寄せているので乳ぶ
さもむっちりと寄り添い、肉を密着させている。ヒップ
と同様に小ぶりだが形がよく、男好きする姿だ。首筋か
ら胸もとにかけて顔の赤さが染みだしてきたように火照
っていた。
　「いつまで頭のてっぺんをこっちに向けているんだ
っ。貴様の醜いツラをみせてみろ。１１４番！」
　看守の一人が夜の静けさを破るようにガラガラ声でい
った。
　「グズグズするな、１１４番！　俺たちはボランティ
アではないんだぞ。好きでこんな時間まで貴様につきあ
ってるわけじゃないんだ。家では女房も子供も待ってい
る。インバイ如きにその幸福をふみにじる権利はない。
さっさと夜のお散歩をやり終えて篭のなかに戻るんだ。
わかったか、１１４番！」
　きついアルコールでつぶしたと思われる声が一言一言
屈辱を押しつけてくる。女は喉元まででかかった抗議の
言葉をぐっと呑み込み、唇を噛みしめながらいわれたと
おりに顔をあげていった。紅潮した顔はやや痩れてい
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た。大きなコバルトブルーの瞳は充血し、目元が弛んだ
感じになっている。それが本来のこの女の目元とは思え
ない。溌剌とし勝ち気な美貌をそのまま寝不足にした顔
であった。化粧っ気がまるでないのもそんな様に拍車を
かけていた。ボーイッシュなショートカットもブラッシ
ングを何日もしていないようにパサパサしている。
　彫りの深い顔には知性が滲んでいた。しかしその知性
はおそらくこの理不尽な暴力と権力にはまるで無力なの
だった。夜とはいえ野外でスポットライトを浴びながら
男たちの目の前でストリップをするなどという恥辱を与
えられると、女の知性はチリチリとタコ糸で締めあげら
れたように身動きできなくなってしまう。頭が怒りと悔
しさで硬くなり、このまま気絶してしまいそうだった。
　「なんだ、その顔は１１４番。また文句をいいたいの
か」
　看守はそういうとニタリと嗤った。他の二人も追従の
笑みを浮かべる。反抗の言葉を口にすればどんな罰が与
えられるか、もうお前にはわかりすぎるほどわかってい
るはずだ、と看守たちの表情は物語っていた。
　「……いいえ……何の文句もありません。サー……」
　慄える声でそれだけいうと女はまたうなだれてしまっ
た。
　「では走ってこいっ、１１４番！　今日は特別、五周
オマケしてやるぞ！　狭い篭に一日中入っていたんだか
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らな！　たっぷり運動しなくちゃ身がもつまいとの所長
のお気遣いだ！　さあ、全部で十五周、全力疾走だ！」
　看守はやおら警棒を振りかざすとかなりの勢いで女の
尻肉にぶち当てた。肉の弾ける鈍い音がした。灼けるよ
うな痛みがジーンと皮膚に滲んだ。女は股間を押さえた
ままとぼとぼと走りだした。サーチライトがそれを追
い、へっぴり腰の滑稽なジョギングを延々と照らしだし
た。
　コンクリートをひきつめた中庭はそれでも一周　四分
の三マイルはあった。三周もしないうちに呼吸が乱れだ
し、汗が全身を伝いだした。五周を終えたところで股間
を押さえて走る余裕を失って両手を力なく振り出した。
交錯する太腿の合間に逆三角形型の茂みが見え隠れし
た。尖端の突起をツンと上向かせ、乳ぶさが弾んだ。顔
面の紅潮はすでに羞恥心の発露ではなく、肉体の燃焼に
よるものだった。若い女の甘い体臭に誘われたように無
数の羽虫が彼女のまわりを旋回し、隙をみつけては肌に
体当たりしている。
　十五周目をヨタヨタになって走りぬき、ゴールライン
を通過すると女は男たちの足元へ倒れこむように転がっ
た。ハァハァと荒い息になずみ、肩を大きく喘がせた。
大量の汗が全身を濡らしている。ブロンドの下の頭の地
肌にも、肋骨をうっすらと浮かせふいごのように波打っ
ている脇腹にも、小さめの口のまわりにも、透明感を漂
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わせた清楚な太腿の内側にも、汗はべっとりと貼りつ
き、光っている。飛びかっていた羽虫の数匹が背中や二
の腕にへばりつき、小さなストローを伸びださせてそれ
を舐めていた。羽虫ならずとも白い肌が上気し艶かしい
体臭を香らせている丸裸の女体が眼前に横たわっていれ
ば、男がどんな感情を催すか、何の説明もいらない。
　三人の看守はほぼ同時にベルトを緩めだした。そして
間髪を入れずに股間のファスナーを下げおろした。
　女は絶望的な気分で顔をあげたが、下半身が裸になっ
ていく看守たちに悲鳴すらあげなかった。
　女は観念したように瞳を閉じた。
　監視塔のライトが消え、辺りは漆黒の闇が支配した。

　電子的なリンガー音が寝室の静けさを震わせた。やむ
ことなく鳴り響くベットサイドのコードレスホンへ、ぐ
ずぐずと蠢きだした薄いブルーのタオルケットの塊から
白い腕が突き出され、伸びていった。繊細な肘から先に
つづいて、成熟した女だけがもつ脂が適度についた上腕
部が露出する。長い指をもった手が何度か受話器を探
り、ようやくそれをつかむと、腕はまたさっとタオルケ
ットの塊のなかへ引っ込んだ。
　意味不明の寝呆けた短い声が聴こえた。
　「ええ」と次の返事では発音に明瞭さが甦りつつある
ようだった。
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　「……そうですわ。私がジャクリーン・ドーセット弁
護士。サラ・ドーセットは私の妹ですが……」
　タオルケットがさっと翻り、その下に隠れていた女
の、バストから上があらわになった。ベットのなかでは
裸体でいるのが習慣らしく、豊満な乳ぶさがブラインド
の隙間から差し込んでくる月明かりに青白く輝いてい
る。
　「……すみません。もう一度、お願いします。そちら
のお名前は……」
　肩まである金髪を掻きあけてジャクリーンは懸命に事
態を理解しようと努めている様子だった。電話の脇にあ
ったランプにスイッチを入れると、ボールペンのキャッ
プを矯正のいきとどいた白い歯で咥え取り、メモしはじ
める。
　「はい、エド・ローエン弁護士ですね。テキサス州ク
ライズヒルズ郡、え？　テキサスから、ですか……」
　いけない、まだ寝呆けているわ、とジャクリーンは目
をパチクリさせた。むっちりと丸い肩と小首を傾げた顔
に受話器をはさみ、メモを取りだすと、しだいに頭がは
っきりしてきた。頭がはっきりするにつれ、ことの重大
性も明らかとなってきた。
　受話器の向うのローエン弁護士は声からしてかなりの
年配のようであった。事務的なその口調からは精気が感
じられず、自分の役目を大過なく終えることだけが生き
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がいのような小官吏の雰囲気がある。今、かけている電
話も実はまったく不本意な余計な手間であって自分とし
ては必要性を感じていないのだ、といった苛立たしさが
露骨であった。しかし彼は弁護士である。一介の雇われ
代理人にすぎない。自分の本意ではなくとも依頼人の要
請には応じなければならないのだ。エド・ローエンの依
頼人は強くマサチューセッツ・ボストンの弁護士ジャク
リーン・ドーセットに連絡するよう指示したのだ。その
依頼人こそはジャクリーンの妹、サラ・ドーセット、彼
女の唯一の肉親である最愛の妹だった。
　「サラが……妹がどうかしたんですか」
　我ながらぬけた質問だと思った。どうかしなければわ
ざわざ弁護士がこんな時間に電話してくるはずもないの
である。
　次のローエンの答えはそれを実証した。はるかに悪い
形で。
　「サラ・ドーセットは現在、クライズヒルズ刑務所で
服役中です。麻薬不法所持の現行犯で二年の実刑でし
た」
　「まさか……」
　「いいえ。私が弁護を引き受けたのだから間違いあり
ません」
　ローエンは律儀に念を押した。ジャクリーンは肉感的
な下唇をなめる。職業柄、どんな事態にも冷静に頭脳を
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働かせる習慣を身につけているとはいえ、彼女が次に発
した言葉はどこにでもいる身びいきの姉妹のそれだった
かもしれない。
　「私の妹が麻薬なんかするわけがありません。何かの
間違いですわ」
　ジャクリーンは少々勝ち気だがサラの愛くるしい顔
──最後に会ったのは彼女の大学の卒業式のときだか
ら、かれこれもう二年前である──を思い出しながら、
やはりそういわずにはいられないのだった。顔だけでは
ない。正義感の強い性格はおよそ麻薬とは無縁である。
たしかにハイスクール時代は悪戯心でちょっと試してみ
るようなことはあったかもしれないが、それだけだ。彼
女の人となりと現代アメリカ社会の最大の病巣とは相容
れないものなのである。
　受話器の向うでローエンのため息が聴こえた。
　「お身内の方のとまどいはよくわかります」と心のこ
もらない慰めをかけてきた。「しかし残念ながらこれは
事実ですな。紛れもない事実です。あなたの妹さんはコ
カインを常用しているヒッピーの乱交パーティの会場
で、踏み込んだ警察に現行犯逮捕されたのです。二ヵ月
前に判決が下り、当地の刑務所に収監されたのです」
　それまでは綺麗な英語だったのが急に訛りが目立つよ
うになってきた。とくにヒッピーという時代遅れの言葉
には軽蔑とかすかだが憎悪の色合が滲んでいたような気
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がする。
　「二ヵ月前──どうして私に連絡がなかったのでしょ
う、ローエン弁護士？　ただ一人の家族ですよ」
　「ご質問はごもっともですな。ミス・ドーセット」
　と、ローエンはいったが、少しばかり気にならなくも
ない。
　（ミス・ドーセット？　どうして私が未婚であること
がわかったのかしら）
　ジャクリーンは半年前のロナルド・スチュアートとの
離婚劇を苦い感情とともに思い起した。まさかそれをロ
ーエンが知っているとは思えない。サラにもまだ報せて
いない事実なのだ。だからローエンはエチケットに従っ
て、『ミズ・ドーセット』か、あるいは『ドーセット弁
護士』とするべきであった。もっともそれはフェミニズ
ムの浸透した東部においての常識で、封建色の強い中西
部、それも郡部ともなれば無理な話かもしれない。ジャ
クリーンはムッとはしなかったが、ローエンの政治的な
立場を表すひとつの証左として心にとめておくことにし
た。
　「しかしそれを妹さんは望んでおられなかったので
す。もちろん私は説得しましたがね。当然のことです
し、身内の涙は陪審員に大きなインパクトを与えるのは
あなたもよくご存じでしょう。いくら社会的に地位のあ
る姉に迷惑をかけたくないという思いやりとはいえ、利
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口なやり方ではない」
　しかしそれでもおかしい。警察が犯罪者の家族に連絡
を取らないのは普通考えられない行為である。ローエン
の説明には腑に落ちない点があったが、それ以上尋ねる
ことはやめにした。サラが囚われの身になっているとす
れば、かの地──クライズヒルズとかいう、おそらく保
守的など田舎──で、彼女が味方として頼れるのはこの
無気力な老弁護士しかいないはずだ。彼を怒らせるのは
得策ではあるまい。
　「わかりましたわ。サラは麻薬を不法所持していた、
逮捕され、刑務所で服役中、そういうことですね。つづ
きをどうぞ、ローエン弁護士」
　ローエンは咳払いをして痰を切った。
　「ありがとう。あなたの冷静さに感謝します、ミス・
ドーセット。──裁判中、どんなに私が諭してもあなた
を呼び寄せることに反対していたサラだったのですが、
ここへきて急に里心がついたようなのです。私が昨日面
会にいくとボストンの電話番号を教えました。無理もな
いでしょうな。裁判の最中は何かと外部との接触も多い
わけだが、鉄格子のなかはまったくの孤独です。しかも
サラは──こういう言葉を使っていいのであれば──他
所者ですから。おわかりでしょう？　お姉さんの面会を
心待ちにしていますよ。毎日泣き明かしているようで
す」
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　「そうですか……」ジャクリーンもそれっきり声がで
なくなった。改善されているとはいえ、やはり刑務所の
待遇は劣悪である。ジャクリーンの心に幼い頃のセピア
色の映像が甦った。あどけない幼年期、生意気ざかりの
ジュニア・ハイスクール時代、初めてパーティ用のドレ
スを着たときのサラの笑顔、そして両親を交通事故でな
くした大学一年生の夏、立派なレディに成長したサラは
葬式のときも毅然として悲しみに耐えていた……。
　「もちろんお伺いしますわ」ジャクリーンは嗚咽を押
さえ付けるようにローエンにいった。「明日いちばんで
そちらへ向います。クライズヒルズの位置をもう一度正
確に。ええ、ヒューストンの西方四百マイル……」

　ボストンからのフライトにはなんの問題もなかった。
デルタのジャンボ機はほとんど揺れずに飛行をつづけ、
ヒューストン国際空港に着陸した。機内でジャクリー
ン・ドーセットは電話をかけまくった。慌ただしくたっ
たものだから、勤め先の法律事務所にも連絡が遅れたの
だ。事務所には身内の不幸で一週間、ボストンを離れる
とだけ説明した。彼女が担当していた『ナンシー・スペ
ンサー対ＤＣケミカル社事件』──典型的な会社ぐるみ
のセクハラ事件──はほぼ示談の段取りがつき、あとは
残務整理程度だけだったので同僚が引き継ぐことになっ
た。
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　サラの一件を報告しなかったのはむろん弁護士活動に
支障があるといけないからだ。妹がヤク中である噂──
事実であれなんであれ──が広まれば依頼人のあらぬ疑
念を呼び起こすことにもなりかねないし、蛇のような検
事たちの知るところとなれば法廷の場での攻撃の材料に
もなりかねないのだ。うかつに情報を洩らしてはいけな
い。伏せておくに限る。この一件が今後どうなるか、そ
れはまずサラの顔をみてからの話である。
　ヒューストンでレンタカーを契約し、ハイウエーを一
時間ほど走ったところまでは、さらにほとんど問題はな
かった。レンタカー会社の脂ぎった配車係が彼女の美貌
と豊満な肉体の線にあからさまな目付きを送ってきた以
外は、ホンダの調子もすこぶるよかったし、都会育ちの
彼女には珍しい砂漠地帯の風景も楽しませてくれた。
　ところがハイウエーをおりて、一般道をメキシコ方面
へと向いかけた頃、突如、クーラーの調子がおかしくな
った。
　「なによ、これ！」
　ジャクリーンは片手でハンドルを操りながらクーラー
のスイッチを入れ替えてみたが、すぐにモーター音すら
しなくなった。外はうだるような暑さなのだ。まだあと
数時間はドライブをつづけねばならない。その間に狭い
日本車のコクピットはサウナ地獄と化すに決まってい
る。しだいに苛立ってきてガシャガシャと指でボタンを
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押すことに飽き足らず、しまいには拳骨で殴りはじめた
が、どうやら状況を認めねばならないようだった。
　「こんなことなら韓国車にしとけば良かったんだ
わ！」
　悪態をつきながらジャクリーンは早くもじっとりと滲
んできた額の汗を拭った。今日の彼女はあの鮮やかな金
髪は頭の後ろでひっくるめ、深い湖を思わせる瞳は大き
なサングラスで隠していた。紺色のノースリーブシャツ
に下はジーンズの出で立ち。ちょっと見には東部の辣腕
女弁護士とは想像できないだろう。あの配車係──ヒス
パニック系の中年男──がジロジロとみた、たわわにふ
くらんだ乳ぶさは、日頃は小さめのブラジャーでギュウ
ギュウに押し潰している。とくに法廷に立つときはそう
だ。巨乳はとかく魯鈍の代名詞だし、女性陪審員の反感
を買いかねない。本気で胸を小さくする手術を考えたほ
どである。
　しかしボストンから遠く離れ、四百マイルのドライブ
ともなれば身体を締め付ける必要もないし、締め付ける
べきでもない。ジャクリーンは空港のトイレで着替え
し、ノーブラになった。好色な男ならずとも垂涎の視線
をねめつけてくるのは当然なのだった。
　その胸もとにも不快な汗がまとわりつきはじめてい
る。ほっそりとした首筋から鎖骨の辺りに玉の汗が光
り、大きく開いたすべやかな胸もとはほんのりピンク色
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に火照っていた。このままではシャツが肌に貼りつき、
乳ぶさの紡錘形のまるみが露出するに違いない。昂奮し
ていなくとも形よく突起している彼女の乳首はすでに薄
い生地を透して、存在を主張しはじめているのだった。
　窓を開けてもまったく意味がないどころか、逆効果で
あった。顔に吹きつけてくる風はまさに熱風。それも顆
粒に近い砂を含んだざらざらした風なのだ。見渡すかぎ
りの茫漠とした荒野と、はるかかなたに峰をつらねてい
る赤茶けた山々はギラつく太陽にうだり、輪郭を滲ませ
ているようでもあった。
　「クライズヒルズ……」ジャクリーンは憎々しげに呟
いた。妹を幽閉した土地の名前は陰欝に響いた。エド・
ローエン弁護士から電話を受け取ってから、ジャクリー
ンは何度も推理をたててみた。まず、現在、フロリダの
出版社で働いているはずのサラがどうしてそんなところ
にいたのか。ローエンは言葉を濁して答えなかったの
で、デルタの機中でジャクリーンは出版社に電話をして
みた。応対に出たサラの上司はまったく当惑していると
語った。事件は知っていたが、判決が出る前に彼女は社
に辞表を送り届けている。どうやら会社はエド・ローエ
ンを仲介してサラに辞職か解雇か、二者択一を迫ったよ
うだった。
　「彼女は優秀でしたよ」と元上司は感情を押し殺して
いった。「それに勇気もあった。しかし今回はその勇気
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が裏目に出たのだと思います」
　彼はサラが独自の調査を元にしてあるコミューンのレ
ポートをものにしようと焦っていたのだといった。
　「コミューン？」
　「そう。過激なエコロジー思想に感化された連中です
よ。都会を捨て、山深い里で自給自足の共同体を営む、
まあ六十年代の学生運動をひきづっている元闘士がリー
ダー格のようですが、サラは、いえ妹さんはそこに現代
社会の一断面をみたらしい。狙いは悪くなかったのです
が、行きすぎでした。彼らと行動をともにするうちのめ
り込んでしまったのでしょう」
　そのコミューンがクライズヒルズ付近の山中に生活の
場を選んだらしいのだ。ローエンがヒッピーと唾棄する
ように呼んだ正体である。
　会社としてはこれ以上、かかわりあいになるのは御免
だというのが、言下にありありと滲みでていて、ジャク
リーンは苦々しく電話を切らねばならなかった。
　サラとクライズヒルズはこうして結びついたのだが、
彼女と犯罪はどうしても結びつかない。あの賢い娘がい
くら仕事にのめり込んだとはいえ、コカインパーティ
──ローエンは乱交といったが──にまで参加するはず
はないのだ。いや参加したとしても、それは取材のため
であり、麻薬をやったりセックスにハメを外すなど、考
えられない。やはりこれは何かの間違いではないか、と
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ジャクリーンは思いはじめていた。コミューンの連中に
罪をかぶせられたのか、あるいは警察のでっちあげか、
どちらにしても冤罪の線は捨てきれない。
　（ああ、可哀相なサラ！　私が最初から付き添ってい
れば少なくとも刑務所に入らずに済んだかもしれないの
に）
　そして美人弁護士は忌ま忌ましげにエド・ローエンの
声を思い出した。無能な弁護士を雇った被告の運命ほど
悲劇はない。それで人生が百八十度変わってしまうくら
いだ。わずかな弁護料を惜しんだばかりに、あるいは国
選の運が悪かったばかりに、人生の取り返しのつかない
時期を高い塀のなかで暮らすハメに陥ってしまう。サラ
はたぶん最悪に近い弁護士に当たったに違いなかった。
　（待っててよ、サラ。すぐに助けにいってやるから）
　アクセルを踏むジャクリーンの足に力が入る。ホンダ
の車体はトースターのように熱せられ、それはクーラー
の働かなくなった車内の温度を急速に高めている。汗は
顔を流れ、あごにしたたり、胸もとを這って、シャツの
衿ぐりに流れこんだ。水をこぼしたようなシミがシャツ
全体に広がり、案の定、双乳のフォルムがくっきりと浮
き出てきた。
　ジャクリーンはしきりにシャツを掴んで扇ぐように揺
らし、身体に空気を送り込んでいるが焼け石に水といっ
たところ。こんなものは脱いでしまいたかったがさすが
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にそういうわけにもいかない。サングラスを外し、眼に
流れこもうとする汗を何度も拭いた。もちろん下半身も
同様の状態であった。いや、もっとひどいはずである。
パンティはヒップの皮膚と同化して密着してしまってい
る。いま、ジーンズを下ろせば薄いナイロンの生地を透
して汗をたっぷり含んだブロンドの陰毛がみえてしまう
に違いなかったし、こんもりとうすら隆い恥丘とそれに
つづく女肉も、構造を露出するほどになっているはず
だ。半年前、ロナルドと別離れて以来、セックスからは
遠ざかっていたが、ときおり一人寝の寂しさを紛らわせ
る淫らな行為に没頭し、前夫からも指摘されたとおり、
濡れやすい体質の彼女のプッシーは芳しい蜜でべとべと
に下着を汚すことはあった。しかしいまはきっとそれど
ころではなく、失禁した状態のようになっているだろ
う。ピンク色の女陰──三年の夫婦生活を経ているの
に、ジャクリーンのそこはまだちっとも黒光りしていな
い──も濃厚な体臭にムセ返って不潔にうるんでいる。
　ジャクリーンはクライズヒルズに着いたら真っ先にエ
ド・ローエンに連絡し、サラとの面会に向うつもりであ
ったが、その前に熱いシャワーを浴びなければどうしよ
うもないだろうと思った。汗の臭いをプンプンさせた東
部の女──しかも美人弁護士ときてる──が闊歩すれば
田舎の町が大騒ぎになるのは受け合いである。
　美しい夕焼けのショウが幕を閉じる頃、ジャクリー
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ン・ドーセットはクライズヒルズに到着した。
　行政区域の境界線を示す看板に簡単なクライズヒルズ
の市勢が載ってあったが、それにとると人口一万人弱、
中心産業は農業と林業、典型的な中西部の田舎町といっ
たところだ。
　とりあえず宿を探さねばならない。彼女はハンドルを
切ってホンダをガソリンスタンドに入れた。軽快なカン
トリーミュージックが安っぽいスピーカーから流れてい
る。音が割れて聞き苦しい。ステーションの窓にはカー
テンがかかっていたが、まさかもう店仕舞いはないだろ
う。三十秒待っても従業員が出てこないのでジャクリー
ンは軽くクラクションを鳴らした。
　（畜生っ、なんて今日は暑い日なのよ！）
　日が暮れても温度も湿度もいっこうに下がらずムシム
シとしている。スタンドの室内で人影が動いた。カーテ
ンがかすかに開き、こちらを覗いている。影はゆっくり
とドアへ向った。出てきたのは白人の中年男。従業員の
ユニホームを着ているので営業中なのだろう。コレステ
ロールをこってりとたくわえこんだ腹が垂れ下りズボン
のベルトが隠れてしまっている。生欠伸を噛み殺しなが
ら男は近付いてきた。
　ジャクリーンは窓を下ろして顔をだし、「満タン、お
願いね」といった。男は彼女の顔をみるとギクリとして
立ち止まった。ブラウン管やスクリーン以外で、こんな
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美女を拝んだ記憶がないといった顔つきである。子供の
ようにまじまじとみつめられて、さすがに居心地が悪く
なり、ジャクリーンは繰り返した。
　「お願いします。満タンよ」
　男はようやく我に返りのそのそと注入ノズルを取り出
して給油口に突き刺した。回転式の数字が動きだし、ホ
ンダに命が吹き込まれる。
　汗まみれの身体を男のぶしつけな視線に晒すのは忍び
なかったが、四百マイル、ぶっつづけで窮屈な運転席に
同じ姿勢を取りつづけていたのだ。外で大きくのびをす
る誘惑には勝てなかった。
　二の腕と胸もとがあらわなノースリーブ美人が車をお
りると、男は生唾を飲み込んだ。しかも、バストはペン
トハウスのグラビアの女たちのように巨きく、ジーンズ
のヒップはパンパンに貼りつめて高い位置で揺れてい
る。両手を頭上にかかげ、爪先立ちになって背中を反ら
せると、乳ぶさは胸の筋肉にひきつられてそのトップを
小気味よく上向かせるのだった。剥き出しの抉れた腋窩
には生汗が光ってい、ぶつぶつとした毛根が目立ってい
た。
　男はこの滅多にないチャンスを有効に使おうと、給油
管をそのままにして、タオルをもって移動する。埃っぽ
い車体を磨きながら違う角度から女の肉体を観察する。
頭の後で束ねているブロンドはゴムをほどいたらきっと
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あの肉感的な肩まで垂れるのだろうと男は思った。
　（そうしたらもっとセクシーになって、俺はそれだけ
で爆発だぜ、間違いなく）
　ジャクリーンの死角に入ったのを幸いと、男はだらし
なく口元を歪める。助手席の窓を拭き、ドアミラーをこ
すって、男はジリジリと接近していく。するとジャクリ
ーンの体臭が鼻をくすぐってきた。かぐわしい女の汗の
匂いだ。思わず陶然としてしまう。いきなり押し倒して
姦ってしまいたい衝動にかられた。ズボンの前はもう痛
いくらいに硬くなっていた。
　「ところでひとつきいていいかね、お嬢さん」
　屈伸運動をしていたジャクリーンは慌てて振り返っ
た。男はすぐ背後にきていた。手にしていたワイパーを
意味ありげにこすっている。
　「ン？」
　「どのくらいミルクを飲めばそんなデカパイなるんだ
い？」
　そういって男はニタッと嗤った。一瞬とまどいの表情
を見せたジャクリーンだが、
　「私も聞いていい？」と切り返し、ニコリと微笑む。
「どのくらいハンバーガーを食べればそんなにお腹がで
てくるの？」
　こんな、やったりとったり、なら法廷で場数を踏んで
いる弁護士のお手のものといったところだが、自分の下
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らないジョークを他人に押しつけ、他人の優秀なジョー
クにはムッとするのがユーモアのない人間の常。男もそ
んな人種らしく笑顔をやめてワイパーを折らんばかりに
扱きたてている。
　「アメリカ車にすればいいんだ──」男は吐き捨てる
ようにいった。「いまどき、ジャップの車に乗る奴の気
が知れねえ」
　ジャクリーンが無視しているので車を拭き終えた男は
無言のまま満タンのガソリンを注入して自動的に停止し
ているノズルを引き抜き、代金を請求する。
　ジャクリーンは紙幣を何枚か渡して尋ねた。
　「ところでこの辺りにホテルはないかしら」
　「俺を誘惑しているのかね」
　「よしてよ。熱いシャワーが使えてベッドがあるだけ
でいいのよ。冷蔵庫もテレビも必要ない」
　「ベッドとシャワーがありゃ十分だ。今夜は天国の気
分が味わえるぜ」
　ジャクリーンはやれやれといった顔をしてお釣りを彼
の手に握らせた。チップにしては多い額だろう。
　「早く休みたいだけよ。四百マイルもクーラーなしの
車を運転してきた人間の身にもなって頂戴」
　男がまた何かいおうとして口を開きかけたが、視線が
ジャクリーンから離れて背後へと泳いでいった。ジャク
リーンも振り返る。一台のパトカーが道路を折れてスタ
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ンドに入ってきた。屋根のうえのランプが音もなく明滅
している。

　　疑惑の土地

　パトカーから二人の警官がおりてきた。一人はスタン
ドの男よりも一回り肥満体で、ジャクリーンよりも背が
低い。もう一人は若造だ。彼らは胡散臭そうにホンダを
みやりながらこちらに歩いてきた。
　「何か問題があったのか」デブがいった。
　その見下すような物言いにいくらかカチンときながら
もジャクリーンはとりあえず笑顔をつくった。ことによ
ると彼らがサラを逮捕した張本人たちかもしれない。い
まは素性を知られないほうがいいだろう。
　「いいえ、ポリス、何の問題もありませんわ」
　しかし警官たちは怪訝そうな表情をしただけだった。
そしてデブがもう一度いった。
　「何か問題があったのか、グレッグ？」
　警官はどうやら従業員に尋ねたらしい。ジャクリーン
は内心苦笑したが、改めてここでは自分が異邦人であっ
て警戒されるべき存在なのだと思い知らされた。
　「どうってことないよ、ウィリアム」
　ウィリアムと呼ばれた男は露骨に不快な表情をした。
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　「仕事中はファーストネームで呼ぶなといっているだ
ろう、グレッグ。いい加減にちゃんとしてくれないか」
　「ああ、悪かったな。どうってことないよ、ヒギンズ
保安官助手」
　助手の部分を一際、強調して、グレッグはニタつい
た。
　「ヒギンズ万年保安官助手といったほうが正確かね」
　ウィリアム・ヒギンズの表情がさらに険しくなった。
二人の言い争いを無視して若造のほうはさっきからジャ
クリーンをジロジロと眺め回していた。それが警察官の
特権であるかのようになんのてらいもなく値踏みしてい
る。
　どうやらホテルの所在をたしかめる風向きでもなくな
ったと、ジャクリーンはホンダへ戻ろうとした。すると
グレッグとやりあっていたヒギンズがくるっと振り返っ
て、「待ちなさい」ときつい声をかけてきた。と同時に
若造の手がジャクリーンの細腕を掴んだ。
　「なんですの？」二三歩引き戻されながら女弁護士は
驚いて声をあげた。
　「逃げる気かね？」とヒギンズ。
　「逃げる？」意外な言葉に彼女の美しい眉根が寄っ
た。
　「おや、ホテルの場所はいいのかね」グレッグがまた
ニタニタしている。「このお嬢さん、いま俺に宿をどこ
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にしようかと尋ねていたのさ」保安官助手に向って説明
した。
　「答えも聞かずにいこうとしたわけだ。我々の制服を
みた途端」ヒギンズはすっかりジャクリーンに向き直
り、その赤ら顔をしかめている。
　「保安官──」と慎重に言葉を選んで、ジャクリーン
はつづけた。「勘違いをなさっていますわ。お二人の仲
がよろしいようなので私は気を使ったんです。ホテルの
場所は公衆電話ででも探せばいいのですから」
　そういうと、まだ腕を掴んではなさない若造の手をふ
りほどいた。彼女の二の腕に爪のあとがくっきりと凹ん
でいた。
　「逃げたわけじゃありません」
　「私にはこそこそと逃げだそうとしたようにみえたが
ね。ハリー、お前はどう思う？」　ヒギンズは若造に尋
ねた。
　「ええ、保安官。僕にもそう映りましたよ。ずっと観
察してましたがね。我々をみると顔色が変わったような
感じでした。汗もびっしょりですし」
　「馬鹿馬鹿しい！」思わず声を荒げるジャクリーン
だ。「汗くらい誰だって掻くでしょう。こんなに暑いん
だから。私は失礼しますよ。長旅の疲れを癒さないと」
　ジャクリーンはそのままくるりと彼らに背を向け、歩
きだした。
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　「動くな！」ハリーと呼ばれた若造の身体に緊張が走
った。今までとは比べものにならないくらいの緊張感の
漲り。ハリーは腰のガンベルトにぶらさがっているホル
ダーから拳銃を抜き出し、ジャクリーンの美しいブロン
ドに狙いを定めた。ジャクリーンはギョッとして立ちす
くむ。ハリーの眼は、お前は一線を踏みこえたんだぞ、
といっているようだった。
　「手を頭のうえへ！　早く！　ゆっくりとだ！」
　ジャクリーンはとまどいの微笑みを漏らしかけ、助け
を求めるようにヒギンズとグレッグのほうに顔を向け
た。ヒギンズはさきほどより難しい表情になっていて、
ハリーの行動を不当化しようとするつもりはないらしか
った。スタンドの給油マンにいたっては銃口を突きつけ
られた美女の驚愕と忿懣をニタニタと楽しんでいる。
　「グズグズするな！　牝豚！」
　ハリーの行動と言動はどこか芝居じみていて、これが
やりたいばかりにこの職業についたのだ、と傍目にもす
ぐわかった。
　（狂ってるわよっ）心の中で罵りながら、ジャクリー
ンはゆっくりと両手を頭へもっていく。汗ばんだ腋窩が
晒された。細腕が後頭部で組まれ、くの字に曲った。豊
かなバストがそれにつれて位置をあげ、さらに上向きに
尖端をツンとさせた。
　「後を向いて足を広げるんだ！　馬鹿な真似はする
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な。ハリー様のリボルバーがお前の脳味噌を狙っている
ことを忘れるんじゃないっ」
　ハリーの声はますます精気を帯びてきているようだっ
た。仕事柄、不快な目にあったことはこれまでもたびた
びだったが、こうも露骨な不法行為に遭遇するのは初め
てである。ジャクリーンは反撃の機会──もちろん暴力
的にではなく、法律を盾にした正当な権利の主張だ──
をうかがいながら命令どおりに従った。背を心持ちそら
し、両足を一メートルほどの間隔に開けば、ジーンズに
ぴっちりと包まれた魅惑的な臀部がブリブリと蠢いた。
　「保安官っ」とハリーは視線をジャクリーンに置いた
まま、ヒギンズにいった。「逃亡を図ろうとした不審者
の身柄を確保しました！」
　手柄を親に報告する子供のような単純な誇らしさが感
じられた。
　「うむ、ハリー。上出来だ。日常の訓練のたまものだ
な」とヒギンズはいい、靴音をさせて近付いてきた。グ
レッグの、喉を震わせるようなひねこびた笑いが聴こえ
た。
　「保安官。これはどういうことですか。すぐに拳銃を
ひっこめさせてください。もちろんこれは……行きすぎ
ですよ」
　ジャクリーンはこみあげてくる憤怒を必死に押さえな
がら、努めて冷静に言葉を発した。　
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　「行きすぎなもんかね。お嬢さん。職務質問中に警察
官の制止を振り切って逃亡しようとしたんだ。二十年前
なら撃ち殺されたって文句はいえないさ。ま、今だって
あんたの肌がもう少し黒けりゃとっくに頭蓋骨に穴が開
いてるよ」そこで唾をぺっと吐き出し、「ハリー、凶器
を所持していないか、ボディチェックしろ」と続ける。
　グレッグが今度は声をたてて嗤った。
　「ハリー、これだからやめられんな。ポリスはよ」
　ひやかしを無視して、ハリーは慎重にジャクリーンに
手をのばした。明らかに昂奮している若者の鼻息を肩越
しに感じながらボストンからきた美人弁護士は大きく深
呼吸する。怒りで頭がチカチカする。落ち着こうと思っ
ても膝が慄えた。
　まず男の手が剥き出しの腕──そんなところに何を隠
せるのだろう！──に触ってきた。ハリーの手のひらは
不気味なほどの熱を孕んでいた。変質者の熱だ。頭に組
んだジャクリーンののびやかな腕を撫でながら、しだい
に下へおりていく。二の腕をさすり、肩をさすり、腋の
下までスルリとさすりあげる。さすがに武者震いがおき
る。鳥肌がたった。
　「ハリー、ぬかるなよ。おっぱいの谷間に何かを潜ま
せてるかもしれねえぜ」
　グレッグの下劣な合いの手をヒギンズが手を振ってた
しなめた。
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　「これはれっきとした職務だぞ、グレッグ。レイモン
ド巡査は忠実に職務を果たしているだけだ。親愛なる納
税者のためにな」
　しかしハリー・レイモンドの手つきははっきりと豊満
な肉体を感じていた。汗でびっしょりと濡れているノー
スリーブシャツの背中を二度三度とタッチしていくと、
ムチムチした肉付きが跳ね返ってくるのだ。くびれた腰
をそのラインに添って、まるで秘宝の壷を慈しんで磨く
ように這わせた。
　あまりのおぞましさにジャクリーンはうっと息をつめ
る。これはまさしく痴漢行為であった。ボディチェック
などは軽くポンポンと触っていけばいいものではない
か。思わずこの若造の股間を蹴りあげてやりたい衝動に
かられたが、依然として頭に突きつけられているリボル
バーが彼女のうかつな抵抗を押さえこむ。唇を噛みし
め、屈辱に耐え忍ぶ以外にない。
　ハリーの手がお尻の丸みを撫で回してくると、ジャク
リーンの腰はそれを避けるように右に左にふらついた。
はいていたのが厚手の生地のジーンズだったのがわずか
な救いだがそれでも双つの臀をたしかめるように、そし
てその間の谷を探る淫猥な指の動きにはハラワタが煮え
繰り返る思いだった。
　しかしなんとも刺激的なダンスだ。グレッグは軽口を
やめてゴクリと生唾を飲み込んだ。この美人のヒップの
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なんと見事な成熟ぶりよ。この場で丸裸にしてこの手で
いやというほどスパンキングしてやったらどんなに気持
ちいいだろうか。
　ハリーの手は未練を残しながら腰を離れ、すらりと長
い下肢の捜索に移る。片足ずつ、上から下へ丹念に触っ
た。内腿、ふくらはぎ、足首とどれもがシェイプアップ
されていて、硬く引き締まっていた。
　女体の裏側のチェックがおわると、今度は下から這い
昇っていくように前へのタッチが始まった。さすがに股
間はさっと通過しただけだったが、それでもジーンズの
ファスナーの上を男の指が動いていくのだ。指は陰部の
かすかな起伏を感じたに違いない。全身の産毛がそそけ
立つ恥辱に女弁護士は両頬を紅潮させる。やや贅肉をの
せはじめた下腹をねっとりと撫で回されると、衣擦れの
音が耳に入った。昂奮して荒くなっている呼吸に大きく
喘ぐ感触をその手は楽しんでいるのである。
　スッと指が乳ぶさの下縁に触れてきた。しかもハリー
は己れの身体をジャクリーンに密着させるように寄り添
わせてくる。強姦されているような感覚にとらわれ、眩
暈がした。ハアハアと犬のような息が耳元に吹きかかっ
てくる。乳ぶさの丸みをなぞるような指は左のそれを一
周し、さらに８の字を描くように右のふくらみも一周す
る。手のひらが開き、ツンと浮き上がったトップをス
ッ、スッと軽くこすった。
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　最後に顔面をペロリと撫であげて屈辱のボディチェッ
クは終了した。
　「大丈夫です。保安官。危険物の所持は認められませ
ん」
　ハリーは昂奮さめやらない声でヒギンズに報告した。
　「よし、パトカーに乗せろ。署まで連れていくんだ」
　ヒギンズの言葉にすぐさま反応を示したのはレイモン
ド巡査ではなく、ジャクリーンだった。彼女はとらされ
ていた姿勢を崩し、勢いよく振り向いた。
　「どういうことっ。私が何をしたというのっ。なんで
警察にまでいかなけれがならないのよ！」
　カッと眼を見開き、両手を差し出すように抗議するジ
ャクリーンの剣幕に男たちは一瞬、呆気にとられた。
　「ずいぶん生きのいいお嬢さんだ」とヒギンズは柔ら
かく微笑みながらいった。「同行を拒否するというなら
ここで緊急逮捕して、手錠をかけて連行してもいいんだ
よ。だがそんなことはしたくない。この静かなクライズ
ヒルズの夜をできるだけそっとしておくのが我々の役目
だからな」
　彼の諭すような語り口にジャクリーンは気勢をそがれ
たが、それでも彼らの言いなりになる気はなかった。
　「こんなことで逮捕したらそれこそ不当逮捕だわ。た
だ車にガソリンを入れにきただけでしょう。そこの従業
員に聞いてみればいい。素晴らしいクライズヒルズの法
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律は許すわけがないはずよ」
　「ガソリンを入れにきただけ？」グレッグが肩をすく
めた。「そいつは正確とはいえねえな。ガソリンを入れ
にきて、それからホテルがどこにあるかきいたんだ。そ
して俺にチップにしては多すぎる額の金を渡した。ウイ
ンクして腰を振りながらさ」
　「嘘をいわないでよ！」
　「お嬢さん。大きな声をださんでくれ。私はレディの
キンキン声は好かんのだ」ヒギンズは顔をしかめながら
制する。「で、何が嘘なのかね。ホテルがどこにあるか
聞いたことはないというんだね？」
　「いえ……それはその通りですが、ウインクなどして
ませんわ」
　「駄目だな、お嬢さん。するとガソリンを入れに立ち
寄っただけというあんたの話は正確じゃないってことじ
ゃないか。嘘をついているのはやはりあんたじゃないの
かね」
　「嘘だなんて。昂奮して忘れただけですわ。スタンド
で道を尋ねたり宿を聞いたりするのはごく自然なこと
で、罪に問われるようなことじゃないでしょう？」
　「もちろんその通り。だから今、あなたを逮捕するわ
けではない。しかし小さな嘘が大きな嘘の尻尾の場合も
ある。昂奮して何かを忘れたり、記憶の辻褄があわなか
ったりするのは、普通の人間にもままあることだが、犯
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罪者にはそれが顕著なのだよ。そのへんの見極めが警察
官の仕事としていちばん難しいわけだ。こういう小さな
タウンのいいところは住民のほとんどが顔見知りで普通
の人間だということがわかっている点だな。たとえばこ
のグレッグ。しょうしょう気が荒くて品性下劣だが──
まあまあグレッグ、そうむきにならないで──嘘つきで
犯罪者でないことは私はよーく知っている。子供の頃か
らみているからな。しかしお嬢さんのことは何もしら
ん。他所者だからな。それに警察の制服をみたら急に逃
げようとした。だから署まできていただいて色々と話を
聴こうというわけだ。普通の人間か犯罪をしでかすよう
な人間か、それでわかる。もちろん普通の人間とわかれ
ばすぐに解放する。素晴らしいこのクライズヒルズを満
喫していけばいい。ただそれだけの話だ」
　（ただそれだけ？　冗談じゃないわよ──）
　ジャクリーンはむっとしながらも口をつぐんだ。ヒギ
ンズの屁理屈に納得したわけではない。彼らのこの行動
──他所者に対する過剰な攻撃性──が妹の事件になん
らかの繋がりがあるのではないかと思いはじめたから
だ。それならば彼らに付き合うのもあながち徒労ともい
えまい。この保守的で抑圧的な警察組織の正体を暴くこ
とができればサラの冤罪──ジャクリーンはとっくにそ
う結論づけていた──を晴らす端緒につけるかもしれな
かった。
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　「いいですわ。保安官助手」ジャクリーンは皮肉めい
た笑みをこぼした。「御供しますわ。どこへでも。あな
たちは私を、私はあなたたちを理解するために努力しま
しょう」
　ジャクリーンはきびすを返すと自らパトカーに向って
歩きだした。ハリーが慌てて彼女の腕を掴もうとするが
それを反射的に避け、あっという間にパトカーの後部シ
ートに乗りこんだ。
　「いいのは顔だけでないようですな。頭もとびきり回
転が早いようだ」
　ジャクリーンの横に座ったヒギンズがいった。運転席
のハリーがサイドブレーキを外して車を発進させた。
　「車のことは心配せんでもいい。後でハリーが取りに
くるから」
　窓を覗いているジャクリーンにヒギンズがいった。
　「また来いよ。お嬢さん。ガソリン、安くするから
さ」
　スタンドマンのグレッグの嗤い声が聴こえ、そしてす
ぐに背後へ遠ざかった。
　十分足らずのドライブでパトカーは警察署に到着し
た。署といっても二階建のこじんまりとした建物で警察
よりドラッグストアのようである。日頃、大都会の警察
署を見慣れているジャクリーンは思わず微笑を漏らし
た。
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　中へ入ると受け付けのカウンターに中年の女がいるだ
けでひっそりと静まり返っていた。ヒギンズとハリーは
彼女と何事か会話をかわした。女はチラッとジャクリー
ンを横目でみ、陰気な表情を向けてきた。
　「さ、こっちだ」ヒギンズは廊下の奥を指した。ハリ
ーは外へでていった。ホンダを取りにいったのだろう。
　案内されたのはガランとした一室。取り調べ室だが、
窓には金網も鉄格子もなく圧迫感はない。ジャクリーン
はそれでも警戒心は緩めず、勧められた椅子に腰をかけ
た。ヒギンズが向い側に座り、ノートを広げる。
　「まず名前だ、お嬢さん。それに住所と年齢も」
　ジャクリーンは躊躇した。本名を名乗るべきかどう
か。サラ・ドーセットと同じ姓をきいて彼らはどんな反
応を示すのだろう。不審と警戒のマントを羽織って容易
に尻尾をみせなくなるのではないだろうか。しかし名前
を偽っても嘘はすぐにバレてしまうに違いない。所持品
検査でもされればイチコロだ。免許証は車の中である。
ジャクリーンは正直に答えることにした。
　「ジャクリーン・ドーセット。三十歳。職業、弁護
士……」
　反応を盗みみる。ヒギンズはメモをとる手を休めたが
それは彼女の名前よりも職業の影響であるようだった。
　「弁護士……」
　彼は反復し、まじまじとジャクリーンをみつめた。ほ
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とんどの男性がそうであるようにヒギンズもその職業と
ジャクリーンの美貌──それに豊満な肉体も──とを結
びつけようと苦労しているようだった。ドーセットの姓
にはひっかかりはないのか。かすかな狼狽の色を期待し
ていたジャクリーンはやや拍子抜けする。しかし無関心
を装っているだけかもしれない。つづいて赤ら顔の保安
官助手の観察に眼を凝らした。
　「弁護士バッジは見当らないようですが」
　ヒギンズは『若者に説教する大人』といったそれまで
の態度を一変させ、慇懃な上目遣いで彼女をみた。
　「もちろん車のトランクのなかのスーツケースにあり
ますわ。あなたの優秀な部下が今こちらに運んできてい
るはずでしたね。別にいつも付けているわけではありま
せん」
　ヒギンズの表情には困惑がありありと浮かんだ。相手
が弁護士と知っていれば署まで連れくることはしなかっ
たのだ。面倒になったぞ、訴えられたらどうする？　そ
んな自問自答がつづいているようにみえた。
　「どこからおいでになったのです？」
　「マサチューセッツ・ボストン」
　東部の大都会の名がますます彼を萎縮させたようだっ
た。
　「クライズヒルズにはお仕事で？　それとも観光です
か？　ドーセット弁護士」
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　「少なくとも観光ではありませんわ。仕事──になる
かどうかもまだはっきりしません。一両日中にはわかる
でしょう」
　ジャクリーンはすっと癖なく高い鼻を蠢かせる。ほつ
れ落ちてきたブロンドをかきあげる仕草が痺れるような
色っぽさだ。
　「さ、さしつかえなければどういうことか教えて戴け
ませんか。警察として何かお役に立てることでも」
　「さあ、それもまだわかりませんね。こちらの弁護士
エド・ローエンに会って、しかるのちに妹に面会してか
らのことです」
　「エドに？　妹さんがこちらにご滞在なのですか？」
　「正確にはここの刑務所にですわ。ヒギンズ保安官助
手」とここでジャクリーンは相手の表情をみすえた。
「サラ・ドーセットというのが妹の名前ですわ。ご存じ
かしら？」
　「サラ・ドーセット……」
　ヒギンズは呻くように呟いた。ポケットからタバコを
取り出して火をつけた。毛むくじゃらの指が細いフィル
ターを挟み、口から離れる。白い煙とともに濃いニコチ
ンの臭いが室内に充満する。タバコをもつ手は明らかに
震えていた。
　「知っていらっしゃるようですね」
　ジャクリーンが問い正そうとしたとき、部屋のドアの
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外が騒々しくなった。荒々しく扉がノックされ、返事も
きかずにどっと開け放たれた。ハリー・レイモンドが駆
け込んできた。手にもっているのは白い粉がつまったビ
ニール袋……。
　「保安官、大変です。車を調べたらこんなものが
──」
　ハリーが袋をヒギンズの鼻先に突き出した。
　「ま、待ちたまえ。レイモンド巡査。やにわに入って
きて何をいってるんだ！」
　ヒギンズは椅子を飛ばす狼狽えようで立ち上がり、ビ
ニール袋をひったくった。
　「運転席のアタッシュボードにねじこんであったんで
す。常習者に違いありません！」　なおも勢い込むハリ
ーの胸をヒギンズはどんと突き飛ばした。
　「どの車のアタッシュボードだか知らないが、こちら
のドーセット弁護士に関わりあいのないことで怒鳴りこ
んでくるんじゃない！　君は礼儀というものを知らない
のか！」
　声を荒ららげ、胸ぐらを掴んで激しく揺さ振った。そ
の奇異なほど唐突なアクションのなかでヒギンズがしき
りにハリーへ目配せをしている事実を、美人弁護士の鋭
い観察眼は見逃さなかった。
　「べ、べ、べ、弁護士？」ハリーは悲鳴をあげる。
　「そうだ、こちらはボストンの弁護士さんだ。どこの
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ジャンキーのブツか知らんが、こちらとは一切関係がな
いんだから、怒鳴りこんでくる奴があるか！」
　「ひっ……す、すいませんでした」
　腰が抜けそうになるハリーをヒギンズが強引に支えて
いる。
　半開きのドアがまた大きく開いた。
　「どうしたんだ？　何を騒いでいる？」
　そういいながらヒギンズたちと同じ制服の男が部屋に
入ってきた。日焼けした美しい肌をもった男だ。スポー
ツマンのような鍛えこまれた逆三角形の体格をしてい
る。
　組み合っていたヒギンズとハリーが直立不動の姿勢に
なった。
　「保安官っ。いえ、ちょっとその……」
　いい淀んだヒギンズは保安官とジャクリーンへ交互に
視線を移した。それで初めて部屋のなかに誰かいること
に気付いた保安官はゆっくりと振り向いた。ヒスパニッ
ク系と思われる野性的な彫りの深い顔立ちをしていた。
美形だが右頬にやや長めの傷がついている。
　彼は一瞬、ジャクリーンの美しさにうたれたようだっ
たが、恭しくお辞儀をした。
　「お嬢さん、しばらくお待ちください」
　保安官はそういうと、二人の首根っ子を掴むようにし
て廊下へでていった。扉が閉められたため、彼らの会話
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はわからない。
　ジャクリーンはハリーとヒギンズのパニックを反芻し
て、その意味を理解しようとした。答えは明瞭である。
ハリーがもっていたのは麻薬に間違いなかった。ヘロイ
ンか、それともコカイン。少なくともそれにみせかけた
粉である。ハリーが口走った車とはジャクリーンのホン
ダに決まっている。つまりハリーはなんらかの目的でジ
ャクリーンに麻薬所持の罪を着せようとしたのだ。ヒギ
ンズが彼と結託しているのは疑う余地のないところ。彼
女が弁護士であるのを知り、おじけづいて、急きょ計画
を変更し下手な芝居をうったのだ。
　ジャクリーンはサラの事件との関連性を疑わずにはお
れなくなった。彼らがどんな理由でそういう芝居をして
いるのか。点数稼ぎに犯罪をでっちあげる不良警察官は
存在する。そのほとんどは味をしめると常習化していく
のだが、ガソリンスタンドからの巧みな連携プレーをみ
ていると、その可能性が高い。悪辣なその罠に妹が落ち
たことはじゅうぶん考えられる。しかしまだそう決め付
けるには早すぎる。この無法が下っぱ警察官の単独のも
のか、警察ぐるみのものなのか、それは彼らの上司とお
ぼしきヒスパニック美男子の出方を見極めるのが先であ
る。
　（それにしても到着早々たいした歓迎だわ）
　ジャクリーンは内心苦笑した。しかし早々とクライズ
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ヒルズの秘密を垣間見れたのは収穫かもしれない。
　しばらくしてドアが開いた。入ってきたのはそのヒス
パニックただ一人だ。
　「お待たせしました」と彼はいった。椅子には座ら
ず、ドアのノブをもったまま、恭しくエスコートする。
「私はこのクライズヒルズ郡の保安官、デビッド・パタ
ーソン。もしよろしければ、お宿までお送りいたしまし
ょう」
　ジャクリーンは腰を浮かせながら優美な眉を大げさに
吊り上げていった。
　「あら、もういいんですの？」
　「当然です」パターソンは難しい顔をし、吐き捨て
る。「部下の不作法はどうかお許しください。あなたを
ここに連れてくる必要はなかった。きつく叱りました」
　「すぐにでも逮捕されるような雰囲気でしたよ。麻薬
か何かで」
　二人は廊下にで、並んで歩いた。六フィート弱のジャ
クリーンの身長より、パターソンはさらに頭ひとつ大き
かった。
　「麻薬……そう、あれについては部下にも少しは同情
すべき余地がある……」
　玄関ホールにでると、受け付けの女が来たときと同じ
ように胡散臭い視線をジャクリーンに送ってきた。ハリ
ーもヒギンズもそこにはいなかった。
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　「とにかくこのクライズヒルズは静かな町なのです。
都会のような犯罪とは無縁な場所なのです。ここで生ま
れて育った部下たちのような人間には犯罪は眼が飛びで
るほど珍しく、昂奮するものなのです」
　外はもうとっぷりと暮れている。パターソンはホンダ
の助手席のドアを開けてジャクリーンを促した。自分は
運転席に乗り、ハンドルを握った。
　「車から大量の麻薬がみつかることなど、年に一度あ
るかないかです。部下は、とくに若いハリーは舞い上が
ってしまったのですな。それでまわりがみえなくなり、
あなたのいる部屋に飛び込んだ。おかげであなたにたい
へん不愉快な思いをさせてしまった。公職につくものと
しては失格です」
　エンジンがかかり、ホンダは軽やかに発進した。パタ
ーソンの穏やかで落ち着いていた語り口にジャクリーン
は危うく納得しかけるところだった。パターソンの物腰
には自信に溢れて人生を歩んでいる男だけがもつ雰囲気
が漂っていて、そういうものに女はつい騙されてしま
う。しかも彼はハンサムだ。気を引き締めなければなら
ない。あのハリーとヒギンズの行状を思い起し、疑念を
蘇らせた。しかしそれをパターソンにぶつけるのはやめ
にした。ここはひとまず納得した振りをして体勢を建て
なおしたほうがいい。尻尾はすでに掴んだのだから。
　「そういうことだったら」とジャクリーン。「大目に



- 43 / 64 -

みることにしましょう。都会にはもっと悪辣な警官がう
んざりするほどいます」
　パターソンは繰り返し礼をいった。
　「ところでどこへ向ってますの？　行き先を聴いてい
ませんけど？」
　パターソンは子供のようにはしゃいだ笑い声をあげ
た。どんな人間の心でも和ませるような声だった。
　「これは重ね重ねの失礼でしたね、ドーセット弁護
士。むろん、今夜のあなたの宿へですよ。このクライズ
ヒルズに一軒しかないホテルです。野宿をする気がない
旅行者には選択の余地はないのです」
　再び笑い声。ジャクリーンも思わずつられて笑いをユ
ニゾンさせた。街頭の乏しい暗い道を安定したハンドル
さばきでパターソンは運転している。その甘い端正な横
顔──こちら側からはあの傷はみえなかった──をちら
りとみながらジャクリーンは、もしこんな出会いでなけ
れば彼の魅力にひきつけられたかもしれないと思った。
　「エド・ローエンには連絡しておきました」その横顔
をキリッとさせてパターソンがいった。「彼もホテルに
直行するといっていました」
　「そうですか……」田舎とはこういうものなのだろ
う。ネットワークはすべてを網羅している。「妹のこと
はご存じで？」
　パターソンはゆっくりと頷いた。
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　「この土地で知らないものはいませんよ。不幸な事件
でした」
　「私は何も知らないのです。昨日、ローエン弁護士か
ら電話を受けて初めて知ったのです。実の妹のことなの
に」
　ジャクリーンはパターソンをみた。彼がサラを逮捕し
たのなら身内である私に報告すべきだったのではない
か。彼女の言葉にはそういった色合が滲んでいた。保安
官の短く刈り上げられた黒髪が額に垂れ落ちている。こ
れも黒い瞳が憂愁を湛えている。
　「妹さんのことは……」静かな声であった。「エドか
ら聞くのがもっともよろしいでしょう。担当の弁護士で
もあるし。私はあくまで取り締まる側の人間ですから、
公平さを欠く可能性がある」
　ジャクリーンは頷いた。紳士的な答えだ。しかしその
裏側にどんな顔が潜んでいるのか、まだわからない。そ
う自分にいいきかせた。
　「ここですよ」
　パターソンはハンドルを切って駐車場に乗りつけた。
けばけばしいネオンサインが点滅している。『ミセス・
バルビーのホテル』はホテルよりもモーテルに近かっ
た。平屋で半分離式のチューブのようなコテージが数珠
つなぎになっているのだ。
　駐車場に一台の車が停まってい、その傍らに白髪の男
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が立ってこちらを眺めている。パターソンはその隣に横
付けし、フロントライトを消した。
　「エド、よく来てくれたね。こちらはドーセット弁護
士──」
　二人が下りていくと白髪の男、エド・ローエンはまず
保安官と握手し、そして自分より背の高いボストンの美
人弁護士の手を握った。
　「ようこそ、ドーセット弁護士。とんだ災難でした
な」ローエンはパターソンに一瞥する。「残念ながら当
地の警察は未熟者が多いのです。このデビットを除い
て」
　ローエンの皮肉にパターソンは肩をすくめる。
　「エド、すべて私の監督不行き届きだ。あなたからも
ミズ・ドーセットに謝っておいておくれ」
　車のトランクから荷物をだし、コテージの側まで運ん
でいくと保安官は律儀な挨拶を繰り返し、闇のほうへ歩
いていった。
　「あら、彼、歩いて戻るのかしら？」
　「ふむ、別に遠い距離ではない。デビットはハイスク
ール時代スポーツ万能だったからな。もちろんマイルレ
ースもダントツだった」とローエン。
　彼の後ろ姿を最後まで見送っていたジャクリーンの肩
を押して、コテージの玄関の階段を昇った。
　「手続きはすでにすましています。後で料金をもって
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いけばいい。とにかく中でくつろぎたまえ。話はそれか
らだ」
　コテージは必要最小限のものがどうにか揃っている程
度だったが、それでかまわなかった。シャワー室は一応
清潔だったし、ベッドもスプリングがよく効いている。
ローエンの勧めに従い、ジャクリーンはまずシャワーを
浴びることにした。肌に貼りついたシャツや下着を脱ぐ
のは不快だったが、すぐに熱い飛沫がそれを弾き飛ばし
てくれた。生き返るような気分である。髪も洗いたかっ
たがローエンが待っているので、キャップをかぶり、乳
液を全身にまぶして肢体を洗った。勢いよく放射される
湯が乳ぶさに気持ちいい。彼女は両手で双つのふくらみ
をもちあげるようにして、まんべんなく湯を打たせた。
あのド助平巡査にまさぐられた気味の悪い感触も綺麗さ
っぱり流れて落ちていくようだった。　
　

　　監視される女

　すっかり洗い終えると、ジャクリーンはざらざらした
砂塵のまとわりつきから解放された美肌に手のひらを這
わせながら、さっとバスタブの周囲に引いていたカーテ
ンを開けた。レールの溝をスルスルとベアリングが流
れ、遮られていた視野が開かれる。流し場にはバスタオ
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ルとローブを両手に抱えたエド・ローエンが無表情で立
ち尽くしていた。
　ジャクリーンはあっと悲鳴をあげるとカーテンの影に
身を隠し、顔だけだした。
　「これは失礼しました。ドーセット弁護士。必要かと
思いましてね」
　ローエンはちっとも取り乱した風もなく手にしていた
ものを置いてバスからでていった。狼狽を押さえている
のか、それとも女体には何の興味を示さない性質なの
か。しかし裸身の全貌を目撃したのは紛れもない事実
だ。ジャクリーンは口のなかで罵りの言葉を呻きなが
ら、タオルで全身の湯滴を拭っていく。火照った肌に心
地よい純白のローブを羽織り、帯を結んだ。さてバスト
や陰毛はおろか、おそらく媚肉の秘裂さえもみられてし
まった男の前にどんな顔をして出ていけばいいのか。女
弁護士はもう一度、舌を鳴らしながらバスの半透明の扉
を開けた。
　ローエンはリビングルームで悠然とソファに座ってい
た。ジャクリーンは胸もとをしっかりと閉じあわせなが
ら彼の前にラフなローブのうえからでもわかる豊かな腰
をおろした。座ると膝上の心細い裾が一層ずりあがり、
桃色の腿があらわになる。が、ローエンの視線はそれを
黙殺するかのように手元の書類へ向けられていた。
　ジャクリーンはテーブルに用意されていたバドワイザ
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ーの缶を手に取り、栓を開け、ひとくち飲んだ。乾いた
身体に冷えたビールが流れ落ちていくのがわかった。
　ローエンは仕事に忠実なのだ、とジャクリーンは思う
ようにした。彼の年齢ではもう女の身体になど関心はな
いのだ。きっと牛か豚のヌード（？）をみたと同じよう
に見逃してくれるだろう。とはいえ、ローエンの茶色が
かった瞳の奥の網膜に自分の乳首の色やヴァギナの構造
がシミついているかもしれないとする想像は美人弁護士
の羞恥を刺激しないわけにはいかなかった。
　ローエンが沈黙を破った。「で、警察の無礼は告訴な
さいますかな」

######　この章の残りは有料本編でお読みください。　
######

　　刑務所所長スピルマン

　ジャクリーンはカウンターの表面に貼りついているメ
ニューを覗きながらサンドイッチとオレンジジュースを
注文した。
　「サンドイッチは──」娘はだるそうに肩へかかる黒
髪をかきあげながら尋ねた。「チーズ、ハム、サラダと
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あるけど、どれにします？」
　二人の会話は静まり返った店内にいやがおうにも聴こ
えてしまう。すべての男たちがジャクリーンのややハス
キーな声に聞き耳をたてているのだ。
　「ハムとサラダをひとつずつ──」
　彼女の大人の女のセクシーな声質と肉感的な唇のうご
き……まったく世の中にはマブイ女がいるものだ、とこ
れは男たちの共通の思いである。
　注文を厨房へ取り次いでからも、ウエイトレスの娘は
ジャクリーンの前を離れなかった。緩慢な手つきでカウ
ンターを拭いたり、水を入れ替えたり、この美人弁護士
──ジャクリーンの正体を彼女はとっくに知っているの
だろう──との会話のきっかけを待っているのは明らか
だった。全身を好奇心の塊にしている客たちを尻目に、
無理なく（？）昨日の夜からクライズヒルズの話題を独
占している噂の主に近付ける役得にかすかな優越感を感
じているのだ。
　ジャクリーンは内心苦笑しながら、その努力に報いて
やることにする。
　「新聞はないかしら？」
　娘の瞳がきらきらと光った。「新聞ですか？　どの新
聞がいいのかしら？」
　「ここの土地でだしてるやつ」
　ジャクリーンはエド・ローエンから資料として渡され
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た例の切り抜きの地元紙の名前をいった。とたんに、テ
ーブル席のティンガロンハットの運転手が椅子を蹴飛ば
すように立ち上がった。彼の手にもたれているのが、そ
の新聞だったのである。ジャクリーンは緊張して丸椅子
の上で座りなおし、助けを求めるかのようにウエイトレ
スの顔をみた。彼女はヤレヤレといった表情をあらわに
している。せっかく独占していたスターとの会見を邪魔
されるのは心外だとばかりに膨れっ面だ。
　男はジャクリーンの傍らに立った。強いマスタードの
臭いがプンプンと漂ってくる。男はシャツを肩までまく
りあげ、剥き出しになっている丸太のような日焼けした
腕を、彼女の鼻先をかすめるように差し出すと、前に置
かれたコップをちょこんとつまみ、横に移動させた。ジ
ャクリーンの腕ほどもある指のなかのコップはショット
グラスのように小さくみえる。男はそうしてカウンター
に余地をつくると、そこへどさりと新聞を広げたのだっ
た。おどろおどろしい大活字が品なく並べ立てられた紛
れもない例の新聞。
　「お嬢さん──」強いアルコールに潰れたような声が
耳元に轟いた。「俺はもう読み終えたから譲ってやる
よ。だが、たいしたことは載ってねえ。昨日までの退屈
なクライズヒルズの糞話ばかりだ。草フットボールのチ
アガールのペチコートの色が何色だとか、三十三歳の未
亡人が二度目の結婚をした相手は変質者だったとか、そ
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んな話ばかりよ。この新聞が面白くなるのは明日からだ
ろうよ。きっと一面にあんたの顔写真がデカデカと載る
ぜ。スリーサイズの数字つきの履歴書と一緒によ。この
クライズヒルズは遠来の客を厚くもてなすのが、昔から
の習慣だからな」
　男はそういうと喉に疾患があるような奇妙な笑い方を
した。
　「どうでもういいことだが、この店のサインドイッチ
は最低だぜ。ありゃ豚の餌だ。次からはホッドドックか
フライドチキンにするんだな」

######　この章の残りは有料本編でお読みください。　
######
　

　　窓辺のヌードショー

　綿で注射の跡をよく揉みこみ、少量の軟膏を塗った。
血はすぐに止まって、シミよりも小さな患部はかさぶた
も出来ずに白肌へなんら痕跡もとどめないだろう。痛み
はかすかに感じるかもしれないが、大事な会見の席で昏
倒する失態を演じたパニックにそれどころではなく、落
ち着きを取り戻したときには傷はもう癒えている。
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　スピルマンは素早くジャクリーンの衣服を直していっ
た。白い乳ぶさには未練が残るがブラジャーのカップに
押し込んだ。その時、触れた肉の柔らかさときたらどう
だ。軽く掴んだだけなのに指はふっと沈み込み、そして
形を取り戻すように跳ね返してくる。ほんのりとした体
温とともに理想的な丸みの感触がいつまでも残っている
のだ。
　ブラのストラップをしっかりと幅をもった──しかし
怒っている印象はない──肩へとかけ、さらにスリップ
も元どおりにした。ブラウスのボタンをはめていくと、
女弁護士の安定していた吐息がやや乱れだした。覚醒が
迫っている。ジャクリーンのあまりの美しい肉体にうっ
とりしているうちに、少し時間をとりすぎたようだっ
た。黒のジャケットを着せて、ブロンドをほどいた。滑
りこみセーフであった。
　スピルマンは彼女の大柄な身体を横抱きにして、ソフ
ァに寝かせた。彼女の長い睫が震えたかと思うと、薄目
を開けた。涙に潤んだブルーの瞳がまだとろんとしてい
る。何度か緩慢にまばたきをしたのち、眼の前にスピル
マン所長の顔があるのを確認したようだった。
　「わ、わたし……」
　ジャクリーンは喉に何かつまったたようなくぐもった
声を発した。　
　「……いったいどうしたのかしら……」
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　「突然、倒れられたのです」とスピルマンは微笑みな
がらいった。
　「倒れた？」ジャクリーンはまだ事態が飲み込めてい
ない。
　「たぶん貧血だと思いますよ。でも顔色も戻ってきた
し、気を失っていた時間も二三分だったから、もう大丈
夫でしょう。念のために救急車を呼びましょうか？」
　「いえ結構──」
　ジャクリーンは慌てていった。そしてふと気が付いて
両手を胸もとにもっていき、襟ぐりを押さえた。スピル
マンに疑惑を抱いたというより、女の本能的な行動だっ
た。
　「失礼しました。こういった場合、首回りを楽にする
のが常套だと思いましたので、ボタンをひとつ外してし
まいました。許してください」
　丁寧に詫びて、紳士面をつづける。予想どおりジャク
リーンは恐縮しきりであった。

######　この章の残りは有料本編でお読みください。　
######

　　煉獄での面会
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　次の日の午後、ジャクリーンはホンダをクライズヒル
ズ刑務所に向って走らせていた。ジョージ・スピルマン
所長から直々に電話があり、面会時間をセッティングし
てきたのだ。迎えに車を送るとまでいわれたが、それは
断った。クライズヒルズ刑務所までの道は他所者でも間
違うわけのないような単純な道順である。
　ジャクリーンはさっそくエド・ローエンと連絡を取
り、向こうで落ち合う手筈を整えた。彼はサラの担当の
弁護士でもあるのだし、立ち合わせるのは不思議ではな
い。それにそれがスピルマン所長がつけた唯一の条件で
もあった。
　『とくに必然性はないのですが、最初から完全自由化
というのは役人の世界ではありえないことなのです。妥
協点をみいだすことで彼らはプライドを保とうとする。
滑稽にみえるかもしれませんが、なんといっても急なこ
とですからご了承ください』
　スピルマンの理屈には筋が通っていた。それに彼の落
ち着いた声でそういわれると、抗しがたい説得力が生ま
れるのだ。ジャクリーンは彼のあの深い紺碧の瞳を思い
出した。スピルマンには人を虜にさせる何かがある。と
りあえず警戒しながらも、それは認めないわけにはいか
なかった。
　今日のジャクリーンは昨日と同じ服装であった。黒の
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スーツと白のブラウス。大量に着替えをもってくる余裕
はなかった。これは旅行ではないのだ。しかし下着は昨
日と違っている。ミセス・バルビーが今朝一番で届けて
くれたものを身につけている。幸運にもそれはミセス・
バルビーが長い間使用していたお古ではなくて、新品で
あった。知り合いの衣料店を叩き起こして──日曜だと
いうのに！──買ってきたものだと親切ごかしに彼女は
鼻を蠢かせるのだった。もっとも胸を張ったわりにはサ
イズはあっていなかった。小さすぎるのだ。ブラはハー
フカップよりもまだ小さく、彼女の乳肉はほとんど溢れ
だしている。乳頭など乳首がやっと隠れる程度で、乳輪
は日の出の状態であった。きつくぐっと締め付けてくる
ので、注意深い観察者がいればジャクリーンのバストの
位置は昨日と違ってややあがっているのを発見できるだ
ろう。
　「あんたのようなデカパイはかえってこういうほうが
いいんだよ！」
　ミセス・バルビーの意見だが、ブラウスが白、しかも
この気温ではノーブラで過ごすわけにもいかない。さら
にパンティに至ってはコパカーナのビーチで若い娘が付
けているようなＴバックときていた。前は際どくハイレ
グカットで鼠蹊部が丸見え。深い毛叢をしまいこむのに
苦労するザマである。尻の谷間にぴったりと食い込んで
くる生地の感触は慣れるまで気が散ってどうしようもな
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いだろう。スカートを付けてもスースーして、ノーパン
のように心許ない。今日は恋人とのデートでもなくプー
ルに泳ぎにいくわけでもない。刑務所へ妹の面会にいく
のだ。ジャクリーンはミセス・バルビーに文句のひとつ
もいうべきだろうと思ったが、かといって他にはどうす
るわけにもいかないので、明日になったら自分で買い替
える誓いをし、彼女には礼をいっておいた。
　クライズヒルズ刑務所はアイク通りを東に向って小一
時間も走り、小高い丘のうえに登ったところにその威容
をそびえさせていた。高いレンガ色の塀が全貌を隠して
いる。塀の上には有刺鉄線が張り巡らされ、その向こう
に巨大な投光器とマシンガンが備え付けられた物見やぐ
らがみえた。

######　この章の残りは有料本編でお読みください。　
######
　

　　赤毛の協力者

　「サラ、教えて頂戴。あなた、本当にコカインなんか
に手を出したの？」
　ジャクリーンもまともな返答を期待しているわけでな
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かった。監視の中の面会なのだ。サラの状況が差し迫っ
ているものであればあるほど、自由な発言などありえな
い。彼女のおどおどした様子──サラが、あのサラ・ド
ーセットがこんな姿をみせるなんて、ありえるだろう
か！──からみても周囲に気兼ねしているのは明白なの
である。しかし機転の効くことでは俊才の姉以上であっ
た彼女。なんらかのサインを出してくれるのではないだ
ろうか、ジャクリーンはそう思ったのである。
　「ジャッキー、御免なさい。私、魔がさしたとしかい
えないわ。あなたのことだから裁判記録はもう読んだで
しょう？　起訴事実はその通り。私は法を犯してしまっ
たのよ」
　サラは慎重に言葉を選んでいるようだった。ジャクリ
ーンも頭脳を急回転させて彼女の言葉と表情の動きを反
芻し、分析する。残念ながら暗号めいたものは見当らな
かった。いや、待てよ……ジャクリーンの頭にパッと閃
光がきらめいた。ひょっとするとその可能性はある！
　「いい子だから落ち着くのよ。あなたがあるコミュー
ンの取材をしていたっていうのは、どうなの？　本当な
の？」
　「ええ、それはその通りだわ。姉さん。今から思えば
それがすべての始まりだった。一生の過ちのね」
　「そう。だんだんわかってきたわ」とジャクリーンは
努めて暗い表情をしながらつづけた。「で、そのリーダ
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ーの男を愛してしまったのね」
　「羞かしいわ、私。どうやら我々姉妹には男をみる眼
がないようね。ジャッキー」
　サラの言葉にジャクリーンは微笑みを浮かべ、ローエ
ンを振り返って解説した。
　「私は半年前に離婚したのです。妹はそれをいってい
るのですわ」肩をすくめるローエンにウインクしながら
ジャクリーンはサラをみつめ直す。「これから私のする
質問には正直に答えなければ駄目よ。それじゃなきゃ、
ドーセット家はあなたの帰ってくる場所ではなくなるか
もしれない。いい？　あなたは麻薬を吸引したことを認
めている、そして有罪の票決を甘んじて受け入れてい
る、控訴の意志はない──これはみんな、あなた自身に
よる判断なのね？　誰に強制されたものでもないの
ね？」
　サラはしきりに思案を巡らせているようだった。唇を
舐め、ローエンの表情を盗みみ、そして口を開いた。
　「すべて私の意志だわ。私を罪を償うつもりよ。ジャ
ッキーが弁護士だったとしてもこの結果は変えられなか
ったと思う」
　その答えを聞いて、ジャクリーンは大きく溜息をつい
た。肩をがっくりと落とした。この落胆の演技を看守た
ちやローエンが見破らないことを祈りながら。
　「残念ね。でも仕方がない。終ったことをあれこれい
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っても意味ないわ。現在の話をしましょう。刑務所暮ら
しはどう？　うまくいってるの。不都合はない？」
　「人権派のあなたには意外でしょうけどね、ジャッキ
ー、ここでの暮らしは快適よ。みんな優しくしてくれる
わ。不思議なことによく眠れるの。罪を悔い改めたこと
ですっきりしたのかもしれない。ジャッキー」
　「まあ最近の刑務所が改善されてきているのは認める
けど。あなたは幸運だったようね。優良な施設に入れた
ことを感謝すべきだわ。それでは不足しているものもな
いのね？　下着や衣類は間に合ってるの？」
　「心配しないでいいわ、姉さん。新品のを買えるか
ら」
　「そうそう、スピルマン所長に会ったわ。大変いい方
ね。今日の面会をセットしてくれたのもあの人だわ。何
十年来の慣習に反してね」
　スピルマンの名前を出してもサラの表情はピクリとも
動かなかった。
　「……私は残念ながら点呼や朝礼の時しか会わないけ
ど。女性受刑者の間では人気者よ。ジャッキーは幸運だ
ったようね。それに……」とサラは言葉を短く区切っ
た。「今回のジャッキーの男をみる眼は正しかったよう
だわ。私、安心した。スピルマン所長に眼をつけるなん
て」
　二人の姉妹は声をあわせて笑った。その彼女たちに女
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看守が無情の宣告をする。
　「面会時間あと一分」

######　この章の残りは有料本編でお読みください。　
######

　　炸裂する空手チョップ

　そこへ折れていくと、急に薄暗くなった。木立が高く
迫り出して半アーケードの感じになっている。熱気がこ
もり、ジャングルのような蒸し暑さだ。
　ジャクリーンはあごに滴る汗を拭った。肩にも胸もと
にも二の腕にも、甘い体臭を含んだ生汗が滲みだして、
細かい羽虫たちを惹きつけた。勾配がきつくなり身体を
前傾にして、一歩一歩踏みしめるように歩かねばならな
かった。こういう道は不気味だが、かえって安全なのか
もしれないと彼女は思った。何しろ人一人が通るのがや
っとの狭さである。正面からでも背後からでも、攻撃し
てくる敵は単独行動を取らざるをえないのだ。両側の茂
みに隠れていて、わっと襲いかかる？　いやいや、この
薮では一歩動きだせばすぐに音を立ててしまうだろう。
身構える準備さえできれば、恐くないのだ。自然の防犯
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装置に取り囲まれているといっていい。

######　この章の残りは有料本編でお読みください。　
######
　

　　ジャクリーン、逮捕

　グラント夫人はきまり悪そうに謝罪した。
　「御免なさい。ちょっと急な用が出来たので遅くなり
そうなのよ。変わりはない？　まだ変態電話は来ていな
いわね？」
　ジャクリーンは手短に彼女と別れてから起こった経緯
を報告した。セクシーな声を持つ赤毛の年増美人は呆れ
たように口笛を吹いた。
　「あなたってお転婆ねえ。驚いちゃうわ、まったく。
もしものことがあったらどうするのよ！」
　「フフ、御免なさい。でも収穫があったんだから勘弁
してください。これで奴らを追い詰めることが出来るで
しょう」
　たしかにその通りだが、と、モニカ・グラントは二の
句が告げないようである。彼女にしてみればあのブロン
ド美人とアクション映画まがいの空手の達人とがどうに
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も一致しないのだった。いくら腕に覚えがあるといって
も、そんな電話にノコノコ誘い出されていくなんても無
鉄砲にもほどがある。
　ジャクリーンはこれ以上お説教されてはかなわない
と、話題を変えた。
　「……写真二枚とメキシコ酒場の『アミーゴ』。叩け
ばきっと尻尾を捕まえられるわ」
　「ちょっと待って！」モニカは慌てて叫んだ。「勝手
な真似はしないで頂戴よ。お願いだから一人で乗り込ん
でいくなんていわないでね、ジャクリーン。あそこは胡
散臭い場所だわ。裏では売春もやってるし、人身売買に
手を染めている疑いもあるの。軽率な行動は赦されな
い……」
　「人身売買？」ジャクリーンは聞き返した。
　「そう、中米から南米、遠くはアラブ世界へ通じるル
ートの窓口よ。もちろん向うからアメリカへ貧しい女性
たちを連れ込んでくることもあるけど、『アミーゴ』は
その逆が本業。白人女を調達して大金持ちのハーレムへ
送り込む。アメリカを憎んでいる民族は掃いて捨てるほ
どいる。顧客には困らないのよ」
　「そういう組織とクライズヒルズ刑務所とが結びつい
ている可能性がでてきた……。ミセス・グラント！　こ
うしちゃいられないわ。これから二人で行ってみましょ
う！」
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　「駄目よ、駄目。女だけで行くなんて正気の沙汰じゃ
ない！　うちの組織から応援を呼ぶから待って頂戴。屈
強なボディガードを二人くらい連れて乗り込みまなくっ
ちゃ」
　「どのくらいかかります？　その逞しきハンサムボー
イがクライズヒルズに到着するのは？」
　「うーん──三日、いや二日で準備できると思う」
　「そんなに待たなきゃならないの！」ジャクリーンは
額に拳をコンコンと打ちつけた。「気が遠くなりそうだ
わ……」
　「妹さんを惨い目に合わされているあなたには耐えら
れないかもしれない。しかしこれは妹さん一人の問題だ
けではないのよ。他にもたくさんの犠牲者が、そしてこ
れから犠牲になろうとしている女たちの問題でもある
の。迂闊に動いて察知されたらそれこそ何もかもパーで
しょう。慎重な計画が必要よ」
　モニカの主張が全面的に正しい。ジャクリーンは心を
落ち着けて彼女の指示に同意した。

######　この章の残りは有料本編でお読みください。　
######
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　　肉体の吟味

　婦人警察官の表情が初めて感情の起伏をみせた。口元
が頬のほうへひきつり、嘲笑を浮かべたのだ。ジャクリ
ーンのプッシーに没入されていた彼女の人差し指と中指
は、湯気をあげんばかりに熱い樹液に濡れそぼってい
る。あえて言葉を発せずに、それをジャクリーンにみせ
つけるだけで、彼女は多大な恥辱を煽っているのだ。
　「そこへお座りっ、牝豚！」

######　この章の残りは有料本編でお読みください。　
######

######　以下は有料本編でお読みください。　
######


